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本資料の内容

• ラベルデータ制作支援システム

⁃ システム全体像

⁃ ログイン画面

⁃ ラベル作成画面

⁃ 作成ラベル一覧画面

⁃ 自作用aiファイル出力画面

⁃ 注意事項と問い合わせ先

• Appendix

⁃ 「標準的裏ラベル」とは

⁃ 「標準的裏ラベル」を使用するメリット

⁃ 「標準的裏ラベル」の普及における取組課題
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専用ソフトウェアを導入する必要なく、インターネット接続環境さえあれば、事業者自身が「標準的裏ラベル」の

データを簡単に編集・制作できるクラウドサービスを開発しました

ラベルデータ制作支援システム

- システム全体像

裏ラベルデータ制作支援システム

酒蔵

事業者

国内卸、酒蔵の業務委託先、
現地importer/distributor等

（※）

（※）関係者に専用アカウントを付与し、
ラベルデータの共同編集が可能。

印刷業者

①WEBフォームから
ラベルの記載内容を

入力

②リアルタイムで
体裁確認

③データ完成後
システムから
印刷用データを
ダウンロード
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JFOODOが発行するログインIDを使用して、国内の酒蔵・海外のインポーターを含め、どなたでも無料で

ご使用頂けます

ラベルデータ制作支援システム

- ログイン画面

ログインIDとPWを入力することで
ログインすることができます

ログイン画面で言語を選択することができます
（2021年4月現在日英2ヵ国語対応）

※ID、PWの発行はJFOODOまでお問い合わせください
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ラベル編集画面の指定箇所に情報を入力するだけで、簡単に標準的裏ラベルが作成できます

ラベルデータ制作支援システム

- ラベル作成画面

プレビュー画面でラベルの
完成図を確認しながら、
ラベルを作成できます画面上での入力は、

選択肢を設けたり、
記載例を表示することで
ユーザーの負担を
極力減らしています
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過去に作成した裏ラベルデータの一覧を確認・編集・出力することができます

ラベルデータ制作支援システム

- 作成ラベル一覧画面

過去に作成したラベルの
名前とファイルIDが
全て一覧として表示されます



7Copyright©2019 JFOODO. All rights reserved.

他のユーザーによって作成された裏ラベルデータを検索し、確認・編集・出力することができます

ラベルデータ制作支援システム

- 作成ラベル検索画面

他のユーザーが作成したラベルの
ファイルIDを共有してもらうことで、
一つのラベルデータを複数人で
共有・編集することができます
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更なるカスタマイズを希望する事業者様は、標準的裏ラベルのaiデータひな型をダウンロードして頂くことが

可能です

ラベルデータ制作支援システム

- 自作用aiファイル出力画面
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ラベルデータ制作支援システムの注意事項と問い合わせ先について、下記ご参照ください

ラベルデータ制作支援システム

- 注意事項と問い合わせ先

 注意事項
- 2021年4月現在、本システムは米国向け法的記載事項をカバーしたラベルを作成できます

今後対象国を拡大予定のため、ご意見等お聞かせください
- 本システム利用の際には、JFOODOに利用者登録をして頂く必要がございます

問い合わせ先の担当者までご連絡ください

 問い合わせ先
- 日本食品海外プロモーションセンター（JFOODO）

担当者：西川、溝口、折山
メールアドレス：JFB@jetro.go.jp
電話番号：03-3582-8345
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Appendix
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専門家と消費者の調査結果に基づき、客観的な基準をもって、消費者が日本酒を選びやすくなる

項目・レイアウト・表記方法を定めた「標準的裏ラベル」を2019年8月に公表させていただきました

Appendix

‐ 「標準的裏ラベル」とは

重要度の上位6項目
（日本酒カテゴリーとして記載が必須である項目）

①香り・風味
②味覚
③推奨飲用温度
④保存温度
⑤ペアフード
⑥産地

【標準的裏ラベル】 【記載項目】

興味・関心度の上位2項目
（他製品・醸造元との差別化に有効である項目）

⑦醸造元の物語
⑧製品の物語

（英語版） （日本語訳）

（参考）日本酒の輸出用「標準的裏面ラベル」と「表記ガイド」の公表について：https://www.jetro.go.jp/jfoodo/news/c3b8add330c1e4c2.html
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日本酒の輸出用裏ラベルは、ワインのように、適正な表記項目・内容を記載することによって、

消費者の選びにくさを解消する有効なツールとして活用できます

Appendix

‐ 「標準的裏ラベル」を使用するメリット

ワイン 日本酒

表
記
項
目

〇
法律規定記載事項以外の記載項目数が
多い。

どの製品も項目が共通しており、消費者が
購入を決める上で必要と思われる項目が
記載されている。

×
法律規定記載事項以外の記載項目数が
少ない。

表
記
内
容

〇
消費者になじみのある表現が用いられて
いる。

カテゴリーとしての特徴、各銘柄の特徴も
記載されている。

×
消費者にとって理解できない表現が
用いられている。

表記内容の表現、指標が銘柄間で
バラバラである。
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・酒蔵A用にイチからデータを編集・制作する
のにコスト（人件費等）がかかる。

・記載項目や内容を決める酒蔵Aとの連絡
調整にコスト（人件費等）がかかる。

「標準的裏ラベル」と「表記ガイド」を参考に
裏ラベルを作ってほしいと依頼

酒蔵が裏ラベルデータを制作できるツールを持っていないことや、ラベル作成に関わる事業者が酒蔵だけでなく、

輸出入業者をはじめ複数いることが「標準的裏ラベル」の普及を妨げており、環境整備が必要です

Appendix

‐ 「標準的裏ラベル」の普及における取組課題

酒蔵A
輸出事業者/輸出業者

/印刷業者

現状

・標準的裏ラベルの有用性は理解。
・印刷用データを編集できるソフトは未導入。
・売先や印刷会社にイチからレイアウトを
依頼をせざるを得ない。

データ編集・制作、内容調整の
作業コストの面から後回し・拒否
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